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前

漢

末

に

お

け

る

義

和

の

設

置

に

つ

い

て

表

題
に
見
え
る
義
和
と
は
、
『
漢
書
』
巻

一
二
平
帝
紀
元
始
元
年
の
条
に

(以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
出
典
は
す

べ
て

『
漢
書
』
で
あ

る
)
、

二
月
、
置
義
和
官
、
秩
二
千
石
。
外
史

・
間
師
、
秩
六
百
石
。
班
教
化
、
禁
淫
祀
、
放
鄭
聲
。

と
あ

る
よ
う
に
、
元
始
元

(後
1
)
年
に
新
設
さ
れ
、

「教
化
を
班

つ
」
こ
と
を
職
掌
と
し
た
官
で
あ
る
。

こ
れ
は

『
尚
書
』
巻
二
虞
書
尭

典
に
、乃

命
義

・
和
、
欽
若
昊
天
。
歴
象
日
月
星
辰
、
敬
授
人
時
。
分
命
義
仲
、
宅
隅
夷
日
陽
谷
。
寅
賓
出
日
、
平
秩
東
作
。

日
中
星
鳥
、
以

股
仲
春
。
豚
民
析
、
鳥
獣
華
尾
。
申
命
義
叔
、
宅
南
交
。
平
秩
南
詑
、
敬
敷
。
日
永
星
火
、
以
正
仲
夏
。
豚
民

因
、
鳥
獣
希
革
。
分
命

和
仲
、
宅
西
日
昧
谷
。
寅
饅
納
日
、
平
秩
西
成
。
宵
中
星
虚
、
以
股
仲
秋
。
豚
民
夷
、
鳥
獣
毛
毯
。
申
命
和
叔
、
宅
朔
方
日
幽
都
。
平

在
朔
易
。
日
短
星
昴
、
以
正
仲
冬
。
豚
民
険
、
鳥
獣
説
毛
。
帝
日
、
杏
、
汝
義
聾
和
、
期
三
百
有
六
旬
有
六
日
、
以
閏
月
定
四
時
成
歳
。

允
萱
百
工
、
庶
績
成
煕
。

と
あ
り
、
ま
た
百
官
公
卿
表

(巻

一
九
)

の
磨
勧
注
に
、

尭
命
四
子
分
掌
四
時
之
教
化
也
。

吉

野

賢

一

問

題

の

所

在



と
あ

る
よ
う
に
、
尭
代
、
四
時
を
以
て
庶
民
に
農
事
を
教
え
授
け
て
い
た

「義

・
和

(
"
四
子
)」
に
淵
源
す
る
官

で
あ
る
。
「教
化
を
班

つ
」
と

い
う
右
に
現
れ
た
義
和
の
職
掌
は
、
そ
の
精
神
を
受
け
継

い
で
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
性
格
を
持

つ
官
に
、
当
時
就
官
し
て
い
た
の
が
儒
学
者
と
し
て
史
上
著
名
な
劉
歓

で
あ
る
。
従
来
、
彼

の
前
漢
末
に
お
け
る
活

動
は
、
そ

の
学
術
的
知
識

・
能
力
を
以
て
王
莽

の
改
革
や
纂
奪
を
補
佐
し
た
と
理
解
さ
れ
て
き
た

が
、
そ
の

一
方

で
彼
の
就

い
て
い
た

こ
の
義

和
の
実
態
、
お
よ
び
彼
が
こ
の
官
に
就
い
た
こ
と
が
当
時

い
か
な
る
意
味
を
持

っ
て
い
た
の
か
等
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
具
体
的

に
考
究
さ
れ
る
こ
と
な
く
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
考
究
を
妨
げ
る
第

一
の
要
因
は
、
前
漢
末

の
義
和
に
関
す
る
史
料
の
少
な
さ
に

あ

っ
た

が
、
近
年
、
甘
粛
省
敦
煌

懸
泉
置
遺
跡
よ
り
発
見
さ
れ
た

「使
者
和
中
所
督
察
詔
書
四
時
月
令
五
十
條
」
(
以
下
、
「月
令
詔
條
」

と
略
記
)
は
、
こ
れ
ま
で
不
明
確
で
あ

っ
た
こ
の
点

の
解
明
に
資
す
る
こ
と
が
大
き
い
史
料
で
あ
る

。
例
え
ば
、

「月
令
詔
條
」
に
見
え

る
春

の
月
令
の
後
に
は
、

義
和
臣
秀
、
義
中
臣
充
等
封

日
、
蓋
力
奉
行
。

と
あ
り
、
義
和
と
義
中
に
よ
る
春

の
月
令
の
執
行
が
宣
誓
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
夏
の
月
令

の
後
に
は
、

義
和
臣
秀
、
義
叔
臣
訥
等
封
日
、
壷
力
奉
行
。

と
あ
り
、
義
和
と
義
叔
に
よ
る
夏
の
月
令

の
執
行
が
宣
誓
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
秋
と
冬
の
月
令
の
後
に
も
同
じ
よ
う
に

「義
和
臣
秀
」

と

「和
中
臣
普

(秋
)
」
や

「和
叔
臣
曇

(冬
)」
ら
に
よ
る
宣
誓
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
は
、
尭
代

の

「義

・
和
」
と
同
じ

く
前
漢
末
の
義
和
も

「四
時
を
司
る
」
こ
と
を
通
じ
て
教
化
を
行
う
と
い
う
役
割
を
担

っ
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
示
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

以
上

の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
こ
の
官
は
前
漢
末
に
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担

っ
た
官
で
あ

っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
く
る
が
、
今
回
発

見
さ
れ
た

「月
令
詔
條
」
を
逐
条
的
に
読
み
解

い
て
い
く
と
、
そ
こ
に
は
右
の

「四
時
を
司
る
」
と
い
う
役
割
を
持

っ
た
と

い
う
大
ま
か
な

理
解

に
と
ど
ま
ら
な

い
、
当
時

の
義
和
が
果
た
し
て
い
た
具
体
的
役
割
が
ど

の
よ
う
な
も

の
で
あ

っ
た
か
が
生

々
と
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ

か
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
筆
者
は
、
こ
う
し
た
性
格
を
持

つ

一
次
史
料
と
し
て
の

「月
令
詔
條
」
を
検
討
す
る

こ
と
を
通
じ
て
、
前
漢

末
の
義
和
が
掌

っ
て
い
た
具
体
的
職
掌
を
根
本
に
立
ち
返

っ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。
ま
た
、
劉
歌
が
こ
の
官
に
就
く

こ
と
を
通
じ
て



本
節
で
は
、
「月
令
詔
條
」

の
検
討
を
通
じ
て
前
漢
末
に
お
い
て
義
和

の
担

っ
て
い
た
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
。

「月
令
詔
條
」
は
、
『敦

煙
懸
泉
置
月
令
詔
條
』
の
釈
文
に
よ
れ
ば
、
全
て
で
1
0
1
行
よ
り
な
る
壁
書
で
あ
る
が
、
そ
の
主
な
構
成
は
、

「太
皇
太
后
の
詔
文

(
1

～
7
行
)
、
四
時
月
令

(8
～
8
2
行
)
、
王
莽

に
よ
る
上
奏
文

(8
3
～
9
0
行
)、
太
皇
太
后
の
裁
可

(
9
1
行
)
、
裁
可
さ
れ
た
後
の

詔
書

下
達
経
路

(9
2
～
9
9
行
)、
「使
者
和
中
所
督
察
詔
書
四
時
月
令
五
十
條
」
の
標
題

(1
0
0
～
1
0
1
行
)
」
よ
り
な
る
。
(以
下
、

本
論
文
中
に
て
引
用
す
る

「月
令
詔
條
」
は
、
中
國
文
物
研
究
所

・
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
編
の
『
敦
煌懸
泉
月
令
詔
條
』
に
収
録
さ
れ
た
釈
文
に
拠
る
。
)

「
月
令
詔
條
」
は
、

元
始
五
年
甲
子
朔
丁
丑
、
和
中
普
使
下
部
郡
太
守
、
承
書
従
事
下
當
用
者
、
如
詔
書
、
書
到
言
。

と
あ
る
よ
う
に

(
「月
令
詔
條
」
6
～
7
行
目
)、
元
始
五
年
の
五
月
に
地
方

へ
と
向
け
て
発
せ
ら
れ
た
詔
書
で
あ

り
、
そ
の
目
的
と
す
る

と
こ
ろ
は
月
令
に
基
づ
く
政
治
を
地
方
官
に
徹
底
さ
せ
る
こ
と
に
あ

っ
た
。
同
時

に
、
標
題
に

「所
督
察
詔
書
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
月
令

の
徹
底
を
監
査
す
る
た
め
の
規
定
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
王
莽

傳

(巻
九
九
)
元
始

五
年
の
条
に
、

増
法
五
十
條
、
犯
者
徒
之
西
海
。
徒
者
以
千
萬
数
。
民
始
怨
　
。

と
あ

り
、
元
始
五
年
に
公
布
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
法
が
あ
る
こ
と
、
こ
の
法
の
条
数
が

「月
令
詔
條
」
の
そ
れ
と

一
致
す
る
こ
と
よ
り
、

「月
令
詔
條
」
は
こ
の
王
莽
傳
の
記
事
に
記
さ
れ
た

「法
五
十
條
」
と
同

一
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の

「増
法
五
十
條
」
の
直
前
に
王
莽

は
、
完
族
よ
り
献
ぜ
ら
れ
た
土
地
を
西
海
郡
と
し
て
置
く

こ
と
を
上
奏
し

こ
れ
を
裁
可
さ
せ
て
い

る
。

「五
十
條
」
の
法
を
犯
し
、
西
海
郡
に
流
さ
れ
た
者
は

「以
千
萬
数
」
と
あ
る
よ
う
に
多
く
の
数
に
の
ぼ
り
、
ま
た

「民
始
怨
　
」
と

何
を
目
指
し
て
い
た
の
か
と

い
う
点
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
を
明
堂
造
営
に
象
徴
さ
れ
る
礼
制
改
革
と
の
関
連
で
追
究
し
、
以
て

前
漢
末
に
お
け
る
義
和
設
置
の
歴
史
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。

一

「
月

令

詔

條

」

中

に

お

け

る

義

和

の

役

割

に

つ

い

て



あ
る

こ
と
か
ら
、
「月
令
詔
條
」
は
庶
民
の
生
活
に
も
直
接
的
に
影
響
を
与
え
、
当
時
に
あ

っ
て
は
彼
ら
の
反
発
を
招
く

こ
と
に
も
繋
が
り

か
ね
な
い
法
で
あ

っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は

「月
令
詔
條
」

の
孟
春
令
の
中

(
「月
令
詔
條
」、
9
行

目
)
に
、

.
禁
止
伐
木
。
.
謂
大
小
之
木
皆
不
得
伐
也
、
蓋
八
月
。
草
木
零
落
、
乃
得
伐
其
當
伐
者
。

(因
み
に
文
中
の

「
.
」
は

「月
令
詔
條
」
の
写
真
中
に
も
確
認
で
き
、
箇
条
を
示
す
記
号
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
)

と
庶

民
の
生
活
に
密
接
に
関
係
す
る
令
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
「月
令
詔
條
」
の
各

条
項
は
、
上
下
二
段

の

体
裁

を
と

っ
て
記
さ
れ
て
お
り
、
上
段
が

『
呂
氏
春
秋
』
や

『
准
南
子
』
な
ど
の
古
典
に
見
ら
れ
る
条
項

、
下

段
が
そ

の
解
釈
を
示
し

た
も

の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
性
格
を
持

つ

「月
令
詔
條
」
は
ど
の
よ
う
に
し
て
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
王
莽

傳

(巻
九
九
)
元
始
四
年
の

条
に
は
、

徴
天
下
通

一
藝
、
教
授
十

一
人
以
上
、
及
有
逸
禮

・
古
書

・
毛
詩

・
周
官

・
爾
雅

・
天
文

・
圖
識

・
鐘
律

・
月
令

・
兵
法

・
史
篇
文
字
、

通
知
其
意
者
、
皆
詣
公
車
。
網
羅
天
下
異
能
之
士
、
至
者
前
後
千
数
、
皆
令
記
説
廷
中
、
將
令
正
乖
繹
、
壼
異
説
云
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
元
始
四
年
に
、
王
莽

に
よ

っ
て
な
さ
れ
た
政
策
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
た
記
事
で
あ
り
、
こ
の
と
き
、
全
国
の

一
芸
に
通
じ

た
も

の
を
朝
廷
に
召
し
て
、
異
同
の
多
か

っ
た
当
時

の
経
典
等
の
解
釈
を
統

一
化
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

こ
に

「月
令
」
と
見

え
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
、
「月
令
」
解
釈

の
統

一
化
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「月
令
詔
條
」
が
元
始
五
年

の
公
布

で
あ
る
こ
と
か

ら
、

そ
れ
が
こ
の
前
年
に
お
け
る

「月
令
」
解
釈
の
統

一
化
を
承
け
て
な
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
「月
令
詔
條
」
は
公
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
で
は
、
そ
の
中
で
義
和
は
ど
の
よ
う
な
官
と
し
て
記
述
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
そ
の
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

「
月
令
詔
條
」
は
次
の
よ
う
な
太
皇
太
后
の
詔

(
「月
令
詔
條
」、

1
～
4
行
目
)
よ
り
始
ま
る
。

太
皇
太
后
詔
日
、
往
者
陰
陽
不
調
、
風
雨
不
時
。
降
農
自
安
、
不
董
作
勢
。
是
以
数
被
蕾
害
、
側
然
傷
之
。
惟
聖
帝
明
王
靡
不
躬
天
之

暦
敷
、
信
執
豚
中
、
欽
順
陰
陽
、
敬
授
民
時
、
力
勧
農
種
、
以
豊
年
穀
、
蓋
重
百
姓
之
命
也
。
故
建
義
和
立
四

子
、
定
四
時
以
成
歳
、



致
憲
也
。
其
宜
毎
歳
分
行
所
部
各
郡
。

こ
こ
で
は

「月
令
詔
條
」
公
布
の
理
由
と
と
も
に
義
和
設
置
の
理
由
が
太
皇
太
后
の
詔
書
の
形
を
と

っ
て
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

陰
陽

の
不
和
に
よ
る
風
水
害
の
発
生
、
農
民
の
堕
落
に
よ
る
耕
作
量
の
減
少
等
に
よ
る
災
害
の
頻
発
と
い
う
問
題
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て

義
和
は

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
古
の
聖
君
主

の
採

っ
た
方
策
に
倣

っ
て
設
置
さ
れ
、
ま
た
、
「月
令
詔
條

」
が
制
定
さ
れ
た
も

の
で
あ

る
こ
と
を
述

べ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
前
漢
末
に
お
け
る
義
和

の
新
設
は
、
「四
時
を
司
る
」
こ
と
に
よ

つ
て
教

化
政
策
を
行
う
と
い

う
そ

の
持

つ
本
来

の
性
格
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
が
こ
の
太
皇
太
后
の
詔
書
よ
り
窺
え
る
。

こ
の
よ
う
な

「
四
時
を
司
る
」
と

い
う

役
割
は
序
節
で
も
す
で
に
述
べ
た
所
で
あ
り
、
『
尚
書
』
に
語
ら
れ
る

「義

・
和
」
の
時
代
よ
り
広
く
認
知
さ
れ
て
き
た
役
割

で
も
あ
る

。

し
か
し
、
前
漢
末
の
義
和
は
右
の
よ
う
な
役
割

の
他
に
も
、

一
定
の
役
割
を
担

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
第

一
の
役
割
は
、
王
莽

の
上
奏
文
中

(
「月
令
詔
條
」、
8
8
～
9
0
行
目
)
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

今
義
和
中
叔
之
官
初
置
、
監
御
史

・
州
牧

・
閲
士
…
大
農

・
農
部
丞
、
修
職
口
復
重
。
臣
謹
口
口
義
和
四
子
所
部
京
師

・
郡
國

・
州
縣
、

至
…
歳
寛
行
所
不
到
者
、
文
封
奉
行
…
牒
口
。
臣
昧
死
請
。

こ
の
王
莽

の
上
奏
文
は
、
文
字
の
欠
落
が
あ
り
、
は

っ
き
り
と
し
た
意
味
を
取
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
『
敦
煌
懸
泉
月
令
詔
條
』

の
注
釈

も
踏
ま

え
な
が
ら
解
釈
す
る
と
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
「今

(
元
始
元
年
に
な

っ
て
)
義
和
の
官

が
初
め
て
置
か
れ
、

監
御
史
や
州
牧
ら

の
監
察
官
の
職
務
は
重
い
。
臣
王
莽

が
謹
ん
で

(考
え
る
に
)
、
義
和
と
四
子
の
管
轄
し
て
い
る
地
域
の
京
師
や
郡

・
国

・
州

・
県

(
の
監
察
官
)
は

「月
令
詔
條
」
の
執
行
に
従
事
し
、

一
年
た

っ
て
も
彼
ら
の
巡
行
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
地
域
に
お
い
て
は
文

章
で
も

っ
て
そ
の
執
行
状
況
を
報
告
す
る
よ
う
に
せ
よ
。
臣
昧
死
し
て
請
う
」
と
。

「義
和
中
叔
之
官
」
と

「監
御
史

」
以
下
の
諸
官
と
が

ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ

っ
た
の
か
は
、
こ
の
史
料
か
ら
は
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い

。
む
し
ろ
注
目
す
べ
き
は
、

「義
和
四
子
所
部
京
師

～
」
と

い
う
よ
う
な
記
述
、
す
な
わ
ち
、
義
和
と
四
子
が
漢
帝
国
の
領
域
を

「部
」
し
て
い
る
と
す
る
記
述
が
現
れ

る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の

場
合

の

「部
」
す
る
と
は
管
轄
す
る
の
意
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は

『
尚
書
』
の
時
代
に
お
け
る

「義

・
和
」
の
職
掌
と
合
致
す
る
も
の
で

あ
る
。



太
皇
太
后
制
日
、
可
。

…
…
口
ロ
ロ
ロ
安
漢
公
宰
衡
太
傅
大
司
馬
葬
…
…

五
月
…
大
司
徒
宮
大
司
空
豊
…
…
大
師
、
承
書
從
事
下
當
用
者
如
詔
書
致
言
。

五
月
辛
巳
、
義
和
丞
通
、
下
中
二
千
石

・
二
千
石
下
郡
太
守

・
諸
侯
相
…
從
事
下
當
用
者
、
如
詔
書
。
書
到
言
。

兼
橡
揮
口
…

八
月
戊
辰
、
敦
煌
長
史
護
行
太
守
事
・.・護
下
部
都
尉
、
勧
口
口
…
隆
文
學
史
崇
口
口
口
崇
口
縣
、
承
書
從
事
下
當
用
者
ロ
ロ
…
顯
見
庭
、

如
詔
書
、
使
者
書
、
書
到
言
。

と
あ
る
。
文
字
の
欠
落
に
よ
り
、

一
部
不
明
な
個
所
が
存
在
す
る
が
、
こ
こ
に
見
え
る
詔
書
下
達
の
経
路
を
簡
単
に
示
す
と
、
次
の
よ
う
に

な
ろ
う
心(不

明
、
大
司
馬
王
莽

?
)
↓
大
師

(四
輔

・
三
公
?
)

義
和
丞
↓
中
二
千
石
↓
郡
太
守
諸
侯
相
↓
部
都
尉
↓
縣

こ
の
際
、
前
漢
中
期
武
帝
時
代
の
も
の
で
あ
る

『史
記
』
巻
六
〇

三
王
世
家

の
記
事
に
、

「
使
者
和
中
所
督
察
詔
書
四
時
月
令
五
十
條
」
と
い
う

「月
令
詔
條
」
の
標
題
を
見
て
み
る
と
、
首
都
長
安
の
西
方

に
あ
る
敦
煌

懸
泉
置

を

「督
察
」
す
る
任
に

「使
者
和
中
」
が
あ
た
っ
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、
前
漢
末
の
義

和
四
子
も

『尚
書
』
の

時
代

に
お
け
る

「義

.
和
」
と
同
様
に
四
方
の
地
域
の
統
治
を
管
轄
し
て
い
た
と
す
る
私
見
が
当
を
得
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る

と
さ
れ
よ
う
。
こ
の
際
、
義
和
が

「監
御
史
」
ら
の
監
察
官
を
通
じ
て
各
地
の
督
察
を
行
い
、
地
方

の
統
治
を
行

っ
て
い
る
こ
と
は
、
前
漢

末
の
特
色
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る

。

以
上

の
考
察
よ
り
、
前
漢
末
の
義
和
に
は
、
各
地
域
を

「部
」
し
、
「監
御
史
」
や

「州
牧
」
な
ど
の
監
察
官
を
派
遣
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
地
方
行
政
を

「督
察
」
す
る
よ
う
な
役
割
を
担

っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。

次

に
見
出
す
こ
と
の
で
き
る
義
和

の
役
割
は
、
中
二
千
石

へ
の
詔
書
の
下
達
と
い
う
点

で
あ
る
。

「月
令
詔
條
」

(9
2
～
9
9
行
目
)

に
、



四
月
癸
卯
、
御
史
大
夫
湯
下
丞
相
、
丞
相
下
中
二
千
石
、
二
千
石
下
郡
太
守
諸
侯
相
、
丞
書
從
事
、
下
當
用
者
如
律
令
。

と
あ

り
、
御
史
大
夫
よ
り
丞
相
を
経
て
中
二
千
石
に
詔
書
が
下
さ
れ
て
い
る
事
例
の
存
在
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
発
掘
史
料
で

あ
る
前
漢
中
期
の

「元
康
五

(前
6
1
)
年

の
詔
書
珊
」
が
大
庭
脩
氏
に
よ

っ
て
復
元
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
の
詔

書
下
達
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
て
い
る
。

御
史
大
夫
↓
丞
相
↓
車
騎
將
軍

・
將
軍

・
中
二
千
石

・
二
千
石

・
郡
太
守

・
諸
侯
相
↓
農
部
都
尉

・
少
府

・
縣
官
↓
候
城
尉
↓
候
長

つ
ま
り
、
三
王
世
家

の
場
合
と
同
じ
く

「元
康
五
年

の
詔
書
冊
」
で
も
詔
書
起
草
を
司
る
御
史
大
夫
か
ら
、
百
官
を
統
べ
る
丞
相
を
経
て
、

中
二
千
石
に
詔
書
が
下
達
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
前
漢
中
期
に
お
い
て
は
、
中
二
千
石
に
対
し
詔
書
を
下
達
し
て
い
た
の
は
官

僚
の
ト

ッ
プ
で
あ
る
丞
相
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
「
月
令
詔
條
」
で
は
上
位
か
ら
の
下
達
は
不
明
で
あ

る
が
、
義
和
の
次
官
と

見
ら

れ
る
義
和
丞
が
中
二
千
石
に
詔
書
を
下
達
し
て
い
る
。
「月
令
詔
條
」
中

の
義
和
丞
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
『
漢
書
』
で
は
そ
の
名
を

見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
元
始
元
年
の
義
和
新
設
の
記
事
に

「置
義
和
官
、
秩
二
千
石
。
外
史

・
間
師
、
秩
六

百
石
」
と
み
え
る

「外

史
」
が
そ
れ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

。
な
ぜ
な
ら
、
外
史
は
、
『
周
禮
』
第
三
春
官
宗
伯
に
、

外
史
、
掌
書
外
令
、
掌
四
方
之
志
、
掌
三
皇
五
帝
之
書
、
掌
達
書
名
干
四
方
。
若
以
書
使
干
四
方
、
則
書
其
令
。

と
あ

る
よ
う
に
、
四
方
に
対
し
て
命
令
を
通
達
さ
せ
る
こ
と
を
役
割
と
し
て
い
た
官
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「月
令
詔
條
」
の
施
行
に
あ
た

っ
て
義
和
が
大
き
な
役
割
を
担

っ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
下
達

の
結
節
点

に
義
和
の
副
官
と
考
え

ら
れ
る
義
和
丞
が
現
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
合
わ
せ
考
え
る
と
、
義
和
が
中
二
千
石
に
詔
書
を
下
達
す
る
位
置
に
あ

っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
た
だ
、
平
帝
紀
に
も
あ
る
よ
う
に
、
義
和
の
秩
石
は
二
千
石
で
あ
り
、
前
漢
代
の
文
書
行
政

の
例

(す

な
わ
ち
秩
石
の
高
さ
と

下
達
経
路
が
ほ
ぼ

一
致
す
る
例
)
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
事
例
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
い
な
い
点
で
、
や
や
奇

異
な
感
じ
が
す
る
。

こ

の
点

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

律

暦
志

(巻
二
〇
)
に
は
、

数
者
、

一
・
十

・
百

・
千

・
萬
也
。
所
以
算
数
事
物
、
順
性
命
之
理
也
。

(中
略
)
本
起
黄
鐘
之
敷
、
始
於

一
而
三
之
、
三
三
績
之
、



歴
十
二
辰
之
敷
、
十
有
七
萬
七
千

一
百
四
十
七
而
五
数
備
。

(中
略
)
夫
推
暦
生
律
制
器
、
規
園
矩
方
、
椹
重
衡
平
、
準
縄
嘉
量
、
深

蹟
索
隠
、
鉤
深
致
遠
、
莫
不
用
焉
。

(中
略
)
職
在
太
史
、
義
和
掌
之
。
聲
者
、
宮

・
商

・
角

・
徴

・
羽
也
。

(中
略
)
五
聲
之
本
、

生
於
黄
鐘
之
律
。

(中
略
)
職
在
大
樂
、
太
常
掌
之
。
度
者
、
分

・
寸

・
尺

・
丈

・
引
也
、
所
以
度
長
短
也
。

本
起
黄
鐘
之
長
。
(中

略
)
職
在
内
官
、
廷
尉
掌
之
。
量
者
、
禽

・
合

・
升

・
斗

・
斜
也
、
所
以
量
多
少
也
。
本
起
於
黄
鐘
之
禽
。
(
中
略
)
職
在
太
倉
、
刻

司
農
掌
之
。
衡
権
者
、
衡
、
平
也
、
椹
、
重
也
、
衡
所
以
任
権
而
均
物
平
輕
重
也
。

(中
略
)
本
起
於
黄
鐘
之
重
。
(中
略
)
職
在
大

行
、
鴻
腫
掌
之
。

と
あ

る
。
先
に
、
元
始
四
年
、
学
術
上
の
異
同
を
統

一
し
よ
う
と
す
る
王
莽

に
よ

っ
て
各
種
の
知
識
を
持

っ
た
学
者
達
が
中
央
に
招
集
さ
れ

た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
に
は

「徴
天
下
通

一
藝
、
教
授
十

一
人
以
上
、
及
有
逸
禮
…
鐘
律

・
月
令
…
通
知
其
意
者
、
皆
詣
公
車
」
と
あ

り
、

「月
令
」
と
な
ら
ん
で

「鐘
律
」
の
記
載
が
見
え
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
律
暦
志

の
記
事
は
、
元
始

年
間
に
王
莽

に
よ

っ

て
招
集
さ
れ
た
儒
学
者
た
ち
と
劉
敵
と
に
よ
る
会
議
の
結
果
、
導
き
出
さ
れ
た
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う

。
す
な
わ

ち
、
律
暦
志
に
は
議
を
経
た
後

の

「数

・
聲

・
度

・
量

・
衡
槽
」
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
の
解
説
と
と
も
に
、
「数
　

義
和

」
「聲
　

太
常
」
「度

目
廷
尉
」
「量
　

大
司
農
」
「衡
椹
　

大
鴻
臆
」
と
い
う
よ
う
な
、
そ
の
シ
ン
ボ

ル
が
ど
の
官

に
配
当
さ
れ
る
の
か

の
認
識
が
示
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
ま
た

こ
こ
で
は
、
「聲

・
度

・
量

・
衡
樺
」
の
基
準
と
な
る

「数
」
が
最
上
位
に
置
か
れ
、
「度

・
量

・
衡
槽
」
を
構
成
す

る
基
本
単
位
と
な
る

「黄
鐘
」
を
有
す

「聲
」
が
そ
の
次
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
序
列
が
見
出
せ
る
。
つ
ま

り
、
「数
」
↓

「聲
」

↓

「度

・
量

・
衡
権
」
と

い
う
序
列
で
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
配
当
さ
れ
る
官
で
み
る
と
、
「義

和
」
↓

「太
常
」
↓

「廷
尉

・
大
司
農

・
大
鴻
腫
」
と
い
う
官
制
の
序
列
が
現
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
現
実
の
官
序
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
義
和
は
取
り
あ
え
ず
除

い
て
お
く
も
の
と
し

て
、
そ
の
他
の

「太
常

・
廷
尉

・
大
司
農

・
大
鴻
腫
」
の
秩
石
に

つ
い
て
み
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
中
二
千
石
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
官
は

後
に
九
卿
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
部
に
は
宗
廟
礼
儀
を
司
る

「太
常
」
を
筆
頭
と
す
る
官
序
が
存
在

し
て
い
た

。

「廷
尉
」
ら
三
官
の
上
に

「太
常
」
を
配
す
る
律
暦
志

の
序
列
は
、
こ
の
現
実
の
官
序
を
反
映
し
て
い
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。



以
上

の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
と
き
儒
学
者
た
ち
に
よ

っ
て
示
さ
れ
た
、
中
二
千
石
の
上
に
義
和
を
置
く
と

い
う
序
列
は
、
当
時
に
.

お
け
る
義
和
の
重
要
性
を
理
念
的
に
現
わ
し
た
も
の
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
太
常
を
筆
頭
と
す
る
よ
う
な

中
二
千
石
内
部
に
お
け

る
序
列
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
、
及
び
本
稿

の
今
ま
で
の
考
察
に
お
い
て
指
摘
し
て
き
た
義
和
の
役
割
を
も
合
わ
せ
考

え
る
と
、

こ
の
こ
と

が
単
に
理
念
に
留
ま
ら
な
い
、
現
実
的
背
景
を
持

っ
て
い
た
事
柄
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
ま
た
、
右
の

「月
令

詔
條
」
の
下
達
経
路
で
示
さ
れ
た
中
二
千
石
に
義
和
が
詔
書
を
下
す
と

い
う
在
り
方
と
合
致
す
る
動
き
で
あ
る
こ
と
に
も
注
意
せ
ね

ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

以
上
、
「月
令
詔
條
」
中
の
義
和
の
役
割
に

つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
①
四
時
月
令
を
執
行
す
る
こ
と
を

司
る
、
②
四
方
の
監
察

を
統
轄

す
る
、
③
中
二
千
石
に
詔
書
を
下
達
す
る
等

の
役
割
が
前
漢
末

の
義
和
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
『
漢
書
』
に
見

え
る

「教
化
を
班

つ
」
と
い
う
職
掌
は
、
具
体
的
に
は
こ
う
し
た
内
容
を
持

つ
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

で
は
こ
う
し
た
義
和
と

王
莽

の
改
革
と
は
ど

の
よ
う
に
関
連
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
、
そ
の
中
で
特
に
義
和
が
密
接
に
関
係

し
て
現
れ
る
明
堂
改
革

と
の
関
連
に

つ
い
て
私
見
を
述

べ
る
こ
と
に
す
る
。

本
節

で
は
、
当
該
時
期
に
義
和
に
就
官
し
て
い
た
劉
歌

の
事
跡
と
王
莽

改
革
の
中

で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
明
堂
改
革
と
の
関
連
、
及
び

そ
の
歴
史
的
意
義
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

序
説

で
述

べ
た
よ
う
に
、
従
来
、
劉
敵
に

つ
い
て
の
研
究
は
、
王
莽

の
政
権
運
営
に
お
い
て
、
い
か
に
彼
の
学
説

が
利
用
さ
れ
た
か
と
い

う
点

に
集
中
し
て
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
劉
敵
が
前
漢
末
に
就

い
て
い
た
と
さ
れ
る
義
和
が
、
前
節
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
な
重
要
な

役
割
を
担

っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
従
来

の
研
究
は
事
柄

の
実
相
を
未
だ
十
分
に
は
解
明
し
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感

を
強

く
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
前
節
で
明
ら
か
に
し
た
義
和

の
役
割
を
踏
ま
え
て
、
『
漢
書
』
中
に
現
れ
る
劉
歌

の
動
向
は
再
検
討
さ
れ

二

前

漠

末
に

お

け

る

義

和

劉

歌

の

動

向

と

明

堂

改

革



る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

『漢
書
』
に
お
い
て
劉
歌
が
義
和
に
就
い
て
い
た
と
初
め
て
確
定

で
き
る
の
は
、
元
始
五
年
に
お
け
る
明
堂
改
革

の
記
事
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、

平
帝
紀

(巻

一
二
)
元
始
五

(後
5
)
年

の
条
に
、

義

和
劉
歌
等
四
人
使
治
明
堂

・
辟
塵
、
令
漢
與
文
王
璽
壷

・
周
公
作
洛
同
符
。
太
僕
王
惲

等
八
人
使
行
風
俗
、
宣

明
徳
化
、
萬
國
齊
同
。

皆

封
爲
列
侯
。

と
あ

る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
は
王
莽

傳

(巻
九
九
)
元
始
五
年
の
条
で
も
、

風
俗
使
者
八
人
還
、
言
天
下
風
俗
齊
同
、
詐
爲
郡
國
造
歌
謡
、
頒
功
徳
、
凡
三
萬
言
。
葬
奏
定
著
令
。
又
奏
爲
市
無
二
賞
、
官
無
獄
訟
、

有
無
盗
賊
、
野
無
飢
民
、
道
不
拾
遺
、
男
女
異
路
之
制
、
犯
者
象
刑
。
劉
款

・
陳
崇
等
十
二
人
皆
以
治
明
堂
、
宣

教
化
、
封
爲
列
侯
。

と
あ

り
、
さ
ら
に
、
楚
元
王
傳

(巻
三
六
)
に
お
い
て
も
、

會
哀
帝
崩
、
王
莽

持
政
。
葬
少
與
敵
爲
黄
門
郎
、
重
之
、
白
太
后
。
太
后
留
歌
爲
右
曹
太
中
大
夫
。
遷
中
塁
校

尉

・
義
和

・
京
兆
尹

、

使
治
明
堂
辟
雍
、
封
紅
休
侯
。
典
儒
林
史
卜
之
官
、
考
定
律
暦
、
著
三
統
暦
譜
。

と
ほ
ぼ

同
様

の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
初
め
て
劉
款
が
義
和
と
し
て
現
れ
る
史
料
は
、
共
通
し
て
明
堂
を

「治
」
し
た
こ
と

に
よ
る
封
爵

の
記
事

で
あ
る
。
こ
れ
は
義
和
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
明
堂
を

「治
」
す
と
い
う
こ
と
と
が
密
接
に
関
わ
り
合
う
も
の
で
あ

っ
た

こ
と
を
想
定
せ
し
め
る
。

で
は
、
義
和
は
具
体
的
に
明
堂
改
革
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
の
は
、
義
和
劉
歌

の
行

っ
た
、
こ
の
明
堂
を

「治
」
す
と
い
う
行
為
が
具
体
的
に
は

一
体
何
を
指
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

で
あ
る
。
右
に
も
示
し

た
よ
う
に
、
当
該
時
期
の
明
堂
改
革
と
劉
敵
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
た
記
載
で
は
、
例
外
な
く
明
堂
を

「治
」
す
る
と
い
う
表
現
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
同
じ
平
帝
紀

・
王
莽
傳
の
記
載
で
は
あ
る
が
、
王
莽

の
上
奏
文
と
い
っ
た
劉
歌
の
名
が
現
れ
な

い
記
載

(共
に
元

始
四
年
の
も
の
)
で
は
、
「治
」
と
い
う
用
法
が
用

い
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
「起
」
や

「立
」
と
い
う
用
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る

。
「起
」

や

「
立
」
な
ど
は
、
文
字
通
り

「建

て
る
」
と
い
う
意
味
が
強
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら

「治
」
と

い
う
行
為
は
、
「建
て



る
」
と

い
う
行
為
と
は
異
な
る
行
為
で
あ

っ
た

こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、
平
帝
紀

・
王
莽
傳

(元
始
五
年
の
条
)
両
方
の
記
載
に
よ
る
と
、
明
堂
を

「治
」
し
た
義
和
劉
敵
ら
四
名

の
人
物
は
、
各
地
の
風

俗
を
視
察
し
、
「徳
化
」
を
宣
明
し
た
太
僕
王
惲

ら
と

一
組
に
封
爵
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
王
莽

傳

に
は
、
劉
敵

ら
十
二
名

(明
堂
の
四

名
+
風
俗
視
察
の
八
名
)
は
明
堂
を

「治
」
し
、
教
化
を
宣
べ
た
と
す
る
。
「治
明
堂
」
と

「行
風
俗
」、
そ
れ
に
よ

る

「宣
教
化
」
と
を

別
個

の
功
績
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
対
象
者

(す
な
わ
ち
、
劉
敵
ら
と
王
惲

ら
)
が
異
な

っ
て
い
た
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
で
も

「教
化
を
班
つ
」
と
い
う
役
割
を
担
う
義
和
が
王
惲

ら
の

「宣
教
化
」
に
も
関
与
し
、
そ
れ
ら
が
明
堂

の

「治
」

の
具
体
的
内
容

に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
こ
れ
ら
の

「教
化
を
班

つ
」
や

「教
化
を
宣
ぶ
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
政
策
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
述
べ
た
よ
う

に
、

「月
令
詔
條
」
は
元
始
五
年
に
発
布
さ
れ
た

「法
」
で
あ
り
、
こ
の
明
堂
改
革
と
も
時
期
的
に
重
な
る
と
こ
ろ
が
有
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
こ
と
か
ら
義
和
劉
敵
の
行

っ
た
明
堂
の

「治
」
は
、
こ
の

「月
令
詔
條
」
の
発
布
と
関
連
す
る
と

こ
ろ
が
大
き
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

序
説

で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
「月
令
詔
條
」
は
四
時
全
体
を
司
る

「義
和
臣
秀
」
と
、
各
季
節
を
司
る

「義
中
臣

充
」
「義
叔
臣
諦
」
「和

中
臣
普

」
「和
叔
臣
曇
」
ら
に
よ

っ
て
執
行

の
責
任
が
負
わ
れ
る
法
で
あ

っ
た
。

こ
こ
で
現
れ
る
の

「義
和
臣
秀
」

と
は
、
楚
元
王
傳

(巻

三
六
)

の
磨
勘
注
に
、

河

圖
赤
伏
符
云
、
劉
秀
獲
兵
捕
不
道
、
四
夷
雲
集
龍
圖
野
。
四
七
之
際
火
爲
主
。
故
改
名
、
幾
以
趣
也
。

と
あ

る
こ
と
か
ら
、
圖
識
に
よ

っ
て
名
を
改
め
た
劉
款
本
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
劉
歓
が

「月
令
詔
條
」
の
発
布
に
関

与
し
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
が
、
そ
れ
で
は
そ
の
他

の
四
名
は

一
体
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
敦
煌
懸
泉
月
令
詔
條
』
で
は

『修
補

本

(
一
次
史
料
に
補
修
を
行

っ
た
の
み
の
二
次
史
料
)
』
の
解
釈
を
用
い
て
釈
文
を
掲
載
し
、
右

の
よ
う
な

四
名
の
人
物
を
四
子
に

充
て
る
が
、
考
証
の
中
で

『
修
補
本
』

の
理
解
に
疑
問
を
呈
し
別
の
人
物
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、

「義
中
」
に
は

「孔
永
」
を
、

「義

叔
」
に
は

「孫
遷
」
を
、
「和
中
」
に
は

「平
嬰
」
を
、
「和
叔
」
に
は

「逮
普
」
と

い
う
人
物
比
定

で
あ
る
。
筆
者

も
、
『
敦
煌
懸
泉
月
令



詔
條
』
の
こ
の
指
摘
に
従
う
も
の
で
あ
る
。

い
ま
、
そ
の
理
由
に

つ
い
て
述
べ
て
お
く
と
、
孔
永

・
孫
遷

・
平
曇
ら
は
外
戚
恩
澤
表

(巻

一

八
)

に
、

防
郷
侯
平
曇
。
以
長
樂
少
府
與
劉
敵

・
孔
永

・
孫
遷
四
人
、
使
治
明
堂
辟
雍
、
得
萬
國
駿
心
功
侯
。
各
千
戸
。

と
あ

る
よ
う
に
、
彼
ら
が
義
和
劉
敵
と
と
も
に
、
明
堂
の

「治
」
に
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
逮
普
は
、
外

戚
恩
澤
表

(巻
一

八
)

に
、

蒙
郷
侯
途
普
。
以
騎
都
尉
與
王
惲

同
功
侯
。

と
あ

る
よ
う
に
、
王
惲

と
と
も
に
風
俗
を
観
察
し
、
教
化
を
宣
べ
た
こ
と
に
よ

っ
て
封
爵
を
受
け
た
人
物
で
あ

っ
た

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。加

え

て
、
『
敦
煌
懸
泉
月
令
詔
條
』
で
は
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る

が
、
文
書

の
下
達
に
お
い
て

「
兼
掾
惲
」
と
い
う
人
物

の
名
が

見
出
せ
る
。
彼
は

「行
風
俗
、
宣
明
徳
化
」
を
行

っ
た
八
人
の

一
人
と
し
て
平
帝
紀
や
外
戚
恩
澤
表
に
名

の
挙
が

っ
て
い
る
王
惲

で
は
な
い

か
と
想
定
さ
れ
る
。
確
か
に
王
惲

は

『
敦
煌
懸
泉
月
令
詔
條
』

で
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
当
時
中
二
千
石
の

一
つ
で
あ

っ
た

「太
僕
」
に
就

官
し
て
お
り
、
義
和
の
属
下
の
官

で
あ
る

「兼
操
」
と
す
る
に
は
地
位

の
高
い
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
節

で
も

示
し
た
よ
う
に
、
文
書

の
伝
達
が
義
和
丞
よ
り
太
僕
を
含
む
中
二
千
石
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
未
だ
不
明
瞭
で
は
あ
る
が
、
当
時

の
官
制
が
前
漢
代

の
そ
れ
と
は
異
な
る
方
向
性
を
持

っ
て
変
化
し

つ
つ
あ

っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
。
そ
こ
か
ら

「
兼
掾
惲
」
は
太
僕

の
王
惲
で
あ

っ
た

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

以
上

の
考
察
に
よ
り
、
『
漢
書
』

の
中
で
明
堂
を

「治
」
し
、
風
俗
を
観
察
し
た
と
さ
れ
た
人
士
に
よ

っ
て

「月
令

詔
條
」
の
発
布
が
担

わ
れ

て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
明
堂
改
革
、
風
俗
観
察

(宣
明
徳
化
)
、

「月
令
詔
條
」

の
発

布
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個

の
も

の
と
し
て
存
在
し
て
い
た

の
で
は
な
く
、

一
つ
の
流
れ
の
な
か
で
相
互
補
完
し
つ
つ
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
と
さ
れ
よ

う
。
そ
し
て
、
義
和
は
そ
の
中
で
中
心
的
な
役
割
を
担

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
前
節

に
明
ら
か
に
し
た
よ
う

な
義
和

の
役
割
が
明
堂
を

「治
」
す
行
為
と
不
可
分
の
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
明
堂
を

「治
」
す
と
は
、



儒
教
的

理
念

に
基
づ
く
教
化
政
策
を
実
行
す
る
こ
と
、
具
体
的
に
は

「四
時
を
司
り
」
、
監
察
官
を
通
じ
て
四
方

(地
方
)

の
統
御
に
関
与

し
、
詔
書
の
下
達
に
お
い
て
は
中
二
千
石
の
上
位
に
位
置
し
、
そ

の
上
で

「月
令
詔
條
」
を
発
布
す
る
等

の
事
柄
と
密
接
に
関
わ
り
合
い
、

そ
れ
ら
を
象
徴
的
に
示
す
事
柄
で
あ

っ
た
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
想
定
は
、
当
該
時
期

に
お
け
る
明
堂
観
に

合
致
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

前
漢
末
王
莽

期

の
明
堂
制
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
が
後
の
時
代
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
な
改
革
で
あ
る
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
に
多
く
の
考

究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
藤
川
正
数
氏
は
、
当
該
時
期
の
明
堂
制
と
前
漢
中
期
武
帝
期
の
明
堂
制
と
を
比
較
し
て
、
王
莽

期
の

「明
堂
は
、
礼

教
の
堂
」
で
あ

っ
た
と
指
摘
し
、
そ
れ
は
古

の
聖
人
で
あ
る
周
公
旦
の
事
跡
に
則
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る

。
さ
ら
に
、
周
公
が

「周

公
居
撮

(中
略
)
宗
祀
文
王
於
明
堂
、
以
配
上
帝

」
(『
孝
経
』
聖
治
章
)
と
明
堂
に
太
祖

で
あ
る
文
王
を
祭
り
、
上
帝
に
配
し
た

こ
と
か

ら
、

「明
堂

に
は
太
祖
の
廟
を
奉
祀
す
べ
き
も
の
と
、
王
莽

が
考
え
て
い
た
」
と
し
、
そ
れ
は
、
「葬
が
居
摂
中

の
自

ら
の
立
場
を
、
周
公

に
な
ぞ
ら
え
よ
う
と
」
す
る
た
め
で
あ

っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
王
莽

が
自
ら
を
周
公
に
準
え
る
た
め
に
明
堂
を
建

設
し
た
と
す
る
藤
川
氏

の
見
解

は
、
現
在
、
研
究
者
の
間
で
ほ
ぼ
定
説
と
な

っ
て
い
る
観
が
あ
り
、
王
莽

期
の
明
堂
は
太
祖

(始
祖
)
を
祭

る
廟
で
あ

っ
た
と
さ
れ

て
い
る

。
筆
者
も
そ
れ
ら
の
見
解
に
基
本
的
に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
節
で
明
ら
か
に
し
て
き
た

「月
令
詔
條
」
と

の
関
わ
り

を
考
慮
す
る
と
、
当
該
時
期
の
明
堂
に
は
、
こ
れ
以
外
に
も
付
与
さ
れ
て
い
た
性
格
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

平
帝
紀
に
お
け
る
王
莽

の
明
堂
建
設
に
関
す
る
奏
議
に
付
さ
れ
た
磨
勧
の
注
に
、

明
堂
所
以
正
四
時
、
出
教
化
。
明
堂
上
園
下
方
、
八
窩
四
達
、
布
政
之
宮
、
在
國
之
陽
。
上
八
窩
法
八
風
、
下
四
達
法
四
時
、
九
室
法

九
州
、
十
二
重
法
十
二
月
、
三
十
六
戸
法
三
十
六
旬
、
七
十
二
鵬
法
七
十
二
候
。
孝
経
日
、
宗
祀
文
王
於
明
堂

、
以
配
上
帝
。
上
帝
謂

五
時
帝
太
昊
之
属
。
黄
帝
日
合
宮
、
有
虞

日
総
章
、
股

日
陽
館
、
周
日
明
堂
。
辟
塵
者
、
象
壁
園
、
雍
之
以
水
、
象
教
化
流
行
。

と
あ
り
、
明
堂
に
は

「四
時
を
正
し
、
教
化
を
出
す
」
と

い
う
性
格
が
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
明
堂

の

「四
時
を
正
し
、
教

化
を
出
す
」
と
い
う
性
格
、
ま
た
、
「四
達
」
が

「四
時
」
を
象
徴
し

「十
二
重
」
が

「十
二
時
」
を
象
徴
し

「九
室

」
が

「九
州
」
を
象

徴
す
る
と
い
う
よ
う
な
明
堂
の
建
築
構
造
に
時
間
的
地
理
的
空
間
を
象
徴
さ
せ
て
い
た
点
か
ら
見
て
も
、
明
堂
と
本
稿
で
明
ら
か
に
し
て
き



た
よ
う
な
義
和
の
担

っ
て
い
た
役
割
と
は
、
重
な
り
合
う
も
の
が
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な

「四
時
を
正
し
、
教
化
を
出
す
」
と
い
う
よ
う
な
明
堂

の
性
格
は
、
従
来
述

べ
ら
れ
て
き
た
明
堂
を
太
祖
廟
と

す
る
見
解
と
齟
齬

す
る
も
の
で
は
な
い
。
後
漢
末
の
学
者
票
琶

の
著
し
た
論
文
の
中
に
、
「明
堂
月
令
論
」
と
題
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
こ

れ
は
文
字
通
り
明
堂
と
月
令
に
関
し
て
な
さ
れ
た
論
文
な

の
だ
が
、
そ
れ
は
、

明
堂
者
天
子
太
廟
、
所
以
崇
禮
其
祖
、
以
配
上
帝
者
也
。

と

い
う
指
摘
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
明
堂
を
皇
帝
の
太
祖
廟
と
し
て
、
太
祖
を
上
帝

に
配
祀
す
る

た
め
の
施
設
と
す
る
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
王
莽

の
参
考
と
し
た

『
孝
経
』
に
基
づ
く
明
堂
観
と

一
致
す
る
。
こ
の

こ
と

は
、
月
令
や
教
化
政
策
を
実
施
す
る
場
と
し
て
の
明
堂
と
太
祖
廟
と
し
て
の
明
堂
と
が
後
漢
末
に
お
い
て
は
矛
盾
無
く
結
び

つ
い
て
い

た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
が
、
で
は
、
実
際

に
月
令
と
宗
廟
と
は
ど
の
よ
う
な
論
理
で
結
び

つ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
明
堂
月
令
論
」
を
続
け

て
い
く
。

月
令
篇
名
日
、
因
天
時
、
制
人
事
。
天
子
獲
號
施
令
、
祀
神
受
職
、
毎
月
異
禮
。
故
謂
之
月
令
。
所
以
順
陰
陽
、
奉
四
時
、
効
氣
物
、

行

王
政
也
。
成
法
具
備
、
各
從
時
月
、
藏
之
明
堂
。
所
以
示
承
祖
考
神
明
、
明
不
敢
泄
漬
之
義
。
故
以
明
堂
冠
月
令
。

す
な
わ
ち
、
月
令
を
用

い
る
所
以
は
、
陰
陽
に
従
い
、
四
時
を
奉
り
、
万
物
を
生
じ
さ
せ
、
王
者
の
政
を
行
う
た
め

で
あ
る
が
、
月
令
に
従

っ
て
制
定
さ
れ
た
法
は
祖
先
や
神

々
に
示
し
、
「泄
漬
」
し
な
い
こ
と
を
明
言
す
る
た
め
に
明
堂
に
保
管
さ
れ
た
と
す

る
の
で
あ
る
。
明
堂

に
お

い
て
月
令
を
祖
先
等
に
示
す
の
は
、
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
自
ら
の
行
動
を
祖
先
等
に
よ

っ
て
承
認
さ
れ
る
こ
と
を
得
る
た
め
で
あ

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
祖
先
の
霊
験
に
よ

っ
て
支
配
の
正
当
性
を
主
張
す
る
と
い
う
行
為
は
、
周
知
の
よ
う
に
古
代
中
国
で
は
広
く
行
わ
れ
る
行

為
で
あ

っ
た

。
明
堂
に
お
け
る
月
令

の
保
管
は
、
そ
う
し
た
支
配
の
正
当
化
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
大
過
な

い
で
あ
ろ
う
。

以
上

の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、
前
漢
末
王
莽

期

の
明
堂
は
、
①
太
祖
の
廟
、
②
王
莽

が
周
公
旦
の
再
来
と
し
て
の
姿

勢
を
示
す
た
め
の
象

徴
、
③
義
和
劉
款
の
治
政
の
場
等

の
性
格
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
周
公
旦
の
再
来
と
自
認
す
る
王
莽

が
、
な
ぜ
自
ら
明

堂
を

「治
」
せ
ず
に
義
和
劉
歌
に
任
せ
た
の
か
、
そ
も
そ
も
前
漢
末

の
明
堂
に
祭
ら
れ
る
太
祖
と
は

一
体
誰
を
指
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問



結

語

題
が
未
だ
残

っ
て
い
る
。
永
井
弥
人
氏
は
、
「
王
莽
が
始
祖
廟
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
明
堂
を
建
て
た
の
は
、
取
り

も
直
さ
ず
、
前
涙

の

帝
国
統
合

の
象
徴
た
る
高
祖
廟

の
権
威
を
弱
め
、
相
封
化
せ
ん
が
爲
め
で
あ

っ
た
」
と
し
て
、
当
該
時
期
の
明
堂
は
王
莽

の
太
祖
を
祭
る
た

め
に
建

設
さ
れ
た
と
し
た

。
し
か
し
、

こ
の
永
井
氏
の
指
摘
は
、
な
ぜ
治
者
と
し
て
劉
款
が
あ
た

っ
た
の
か
、
ま

た
、
衰
退
し
た
と
は

い
え
、

未
だ
前
漢
王
朝
が
存
続
し
て
い
る
最
中
に
、
果
た
し
て
王
莽

が
明
堂
を
自
ら
の
始
祖
廟
と
な
し
え
た
の
か
等

の
点
に
お
い
て
問
題
が

あ
る

(B
v。
故
に
、

こ
こ
で
は
太
祖
と
は
漢
の
高
祖
を
指
し
て
い
る
と
理
解
し
て
論
を
進
め
る
。

前
漢

末
、
周
公
旦
の
再
来
を
自
認
す
る
王
莽

は
、
周
公
旦
の
治
世
に
あ
や
か
り
自
身

の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
、
明
堂

の
建
設
を
上
奏

し
、

こ
れ
を
太
祖

の
廟
と
な
す
こ
と
を
求
め
た
。

こ
の
太
祖
と
は
前
漢
の
高
祖
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
然
、
異
姓
の
臣
で
あ
る

王
莽

に
は
自
ら
こ
れ
を
祭
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

っ
た
。
そ
れ
故
に
、
儒
学
者
と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
劉
敵
が
、
前
漢

の
皇
室
の

一
員
で

あ
る

こ
と
も
与

っ
て
こ
の
任
に
あ
た

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
明
堂
は
、
太
祖
廟
で
あ
る
と
同
時
に

「四
時
を
正
し
、
教
化
を
出

す
」
と

い
う
よ
う
な
治
政
を
行
う
場
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
そ
れ
を

「治
」
し
て
い
た
義
和
に

は
自
ず
と

「四
時
を
司

り
、
教
化
を
班
つ
」
と
い
う
執
政
の
官
と
し
て
の
性
格
が
付
与
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
前
漢
末
の
段
階
で
は
王
莽

は
明
堂

の
運
営

に
直
接
関
与
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
に
は
自
身
の
理
想
と
す
る
儒
教
的
改
革
の
実
施
と
禅
譲
革
命
に
基
づ
く
新

王
朝

の
樹
立
が
そ
の
視
野
の
中
に
入
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
始
建
國
元

(後
9
)
年
即
真
す
る
と
、
「四
代
古
宗
、
宗
祀
干
明
堂
、

以
皇

始
祖
考
虞
帝
。
」
(
王
莽
傳
)
と

い
う
よ
う
に
帝
舜
を
自
身

の
始
祖
と
し
て
明
堂
に
祭

っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な

明
堂
を
始
祖
廟
と
し
て

利
用
し
よ
う
と
す
る
意
図
は
、
表
面
に
は
現
れ
な

い
も
の
の
、
前
漢
末
の
王
莽

の
心
の
中
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
よ
う
。
前

漢
末

の
明
堂
は
、
新
王
朝
に
お
け
る
明
堂
を
想
定
し
て
建
て
ら
れ
た
、

い
わ
ば
過
渡
的
な
存
在
で
あ

っ
た
が
、
義
和
は
そ
う
し
た
王
莽

の
プ

ラ
ン
を
実
行
す
る
も
の
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



本
稿
で
は
、
以
下
の
諸
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

「
、
前
漢
末
に
新
設
さ
れ
た
義
和
は
、
こ
れ
ま
で
史
料

の
不
足
も
あ

っ
て
充
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
が
、
「月
令
詔
條
」
の
公

布
さ
れ
て
い
た
元
始
五
年
に
は
、
尭
代
の

「義

・
和
」
と
同
じ
く

「四
時
を
司
る
」
と
い
う
役
割
を
担

っ
て
い
た
。

二
、
同
じ
く
、
義
和
は
、
監
御
史
や
州
牧
な
ど
の
監
察
官
を
通
じ
て
地
方
の
統
御
に
関
与
し
て
い
た
。
そ
れ
は
四
方

に
分
居
し
て
い
た
、
上

古
に
お
け
る

「義

・
和
」

の
役
割
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ

っ
た
。

三
、
詔
書
の
下
達
経
路
に
お
い
て
、
義
和
は
当
時
の
中
央
官
庁
に
お
け
る
大
臣
ク
ラ
ス
で
あ
る
中
二
千
石
の
上
位
に
位
置
し
、
文
書
行
政

の

起
点
に
あ

っ
た
。
こ
れ
は
律
暦
志
に
見
出
せ
る
、
儒
家
の
官
制
概
念
と
も

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

四
、
前
漢
末
の
明
堂
は
、
天
命
を
受
け
た
天
子
が
そ
こ
で

「
四
時
を
司
る
」
と
い
う
儀
礼
を
行
う
場
で
あ
り
、
義
和

・
「月
令
詔
條
」
・
明

堂

改
革
は
相
互
に
緊
密
に
関
連
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
逐
条
的
に
前
漢
末
に
お
け
る
義
和
の
担

っ
て
い
た
役
割
に

つ
い
て
述

べ
た
が
、
論
の
展
開
上
、
触
れ
る
こ
と
を
避
け
て
き
た
が
、

未
だ
論
ず
べ
き
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
元
始
元
年
に
義
和
が
新
設
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
後
元
始

五
年
に
劉
歌
が
義
和
と

し
て
現
れ
る
ま
で
、
そ
の
間
、
彼
を
含
め
て
、
そ
の
就
官
者

の
事
例
を
み
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
は
本
稿

の
主
旨
と
も
関
わ
る

の
で
最

後
に
こ
の
点
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
お
く

こ
と
と
す
る
。

元
始
五
年
以
前
に
お
い
て
義
和

の
就
官
者
が
現
れ
な

い
理
由
と
し
て
は
、
ま
ず
史
料
上

の
問
題
、
す
な
わ
ち
義
和

の
就
官
者
に
関
す
る
史

料
が

『
漢
書
』
編
纂
の
過
程
で
欠
落
し
て
し
ま

っ
た
と
い
う
可
能
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
後
に
付
印
予
定

の
三
公
制
と

の
関
わ
り
を
取
り
扱

っ
た
拙
稿
と

の
関
連
で

、
も
う
一

つ
の
可
能
性
を
指
摘
し
た

い
。

そ
れ
は
、
元
始
五
年
以
前
に
お
い
て
は
、
義
和
の
就
官
者
が
現
実
に
存
在
し
な
か

っ
た
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
銭
穆
氏

は
元
始
元
年
二
月
に
義
和
が
新
設
さ
れ
た
と
す
る
平
帝
紀
、
お
よ
び
前
漢
末
に
お
け
る
劉
歌
の
動
向
を
記
し
た
楚
元
王
傳

の
記
述
を
も
と
に
、

元
始

元
年

の
義
和
新
設
を
以
て
劉
敵

の
就
官
と
指
摘
す
る

。
し
か
し
、
右
の
史
料
を
検
討
し
て
み
る
と
、
平
帝
紀

は
あ
く
ま
で
も
元
始

元
年
二
月
に
義
和
が
新
設
さ
れ
た
も
の
を
示
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
に
劉
敵
が
就
官
し
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
楚
元
王
傳
は
い
つ
の



段
階
に
劉
歌
が
義
和
に
就
官
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
、
元
始
元
年

に
劉
歌
が
義
和
に
就
官

し
た
と
す
る
銭
穆
氏
の
説
は
問
題
を
孕
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
劉
敵
は
い
つ
の
段
階
で
義
和
に
就
官
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
実

は
、
元
始
元
年
以
降
の
史
料
に
お
い
て
、
劉
歌
は
楚
元
王
傳
に
て
義
和
就
官
以
前

の
官
に
就
官
し
た
形
で
現
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
元
始

三
年
か
ら
翌
四
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
平
帝
の
納
后
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
が
、
外
戚
傳

(巻
九
七
)
に
、

遣
長
樂
少
府
夏
侯
藩

・
宗
正
劉
宏

・
少
府
宗
伯
鳳

・
尚
書
令
平
曇
納
采
。
大
師
光

・
大
司
徒
馬
宮

・
大
司
空
頸
豊

・
左
將
軍
孫
建

・
執

金
吾
サ
賞

・
行
太
常
事
太
中
大
夫
劉
歌
及
太
卜

・
太
史
令
以
下
四
十
九
人
賜
皮
弁
素
績
、
以
禮
雑
卜
笠
、
太
牢

祠
宗
廟
、
待
吉
月
日
。

明
年
春
、
遣
大
司
徒
宮

・
大
司
空
豊

・
左
將
軍
建

・
右
將
軍
頸
郁

・
光
緑
大
夫
歓
奉
乗
輿
法
駕
、
迎
皇
后
於
安
漢
公
第
。
宮

・
豊

・
敵

授
皇
后
璽
絨
、
登
車
稻
警
躍
、
便
時
上
林
延
壽
門
、
入
未
央
宮
前
殿
。
華
臣
就
位
行
禮
、
大
赦
天
下
。

と
あ

る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
で
劉
歌
の
官
と
し
て
ま
ず
現
れ
る

「太
中
大
夫
」
と
は
、
楚
元
王
傳
に
現
れ
る

「右
曹
太
中
大
夫
」
と
同

じ
も

の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
段
階
で
は
劉
歌
は
義
和
に
就
官
す
る
以
前

の
官
に
就
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
史
料
を
見
て
み
る
と
翌
四
年
の
段
階
を
現
す
も

の
と
し
て
、
「光
緑
大
夫
歌
」
と

い
う
楚
元
王
傳
に
見
出
せ
な

い
官
に
就
い
て
い
た
劉

歌

の
名

が
現
れ
る
。
彼
が
光
緑
大
夫
に
就
官
し
て
い
た
こ
と
は
、
平
帝
紀
元
始
三
年
の
納
后
の
史
料
に
、

三
年
春
、
詔
有
司
爲
皇
帝
納
采
安
漢
公
女
。
語
在
葬
傳
。
又
詔
光
緑
大
夫
劉
敵
等
雑
定
婚
禮
。
四
輔

・
公
卿

・
大
夫

・
博
士

・
郎

・
吏

家
属
皆
以
禮
嬰
、
親
迎
立
輻
併
馬
。

と
あ

る
こ
と
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
劉
歌
は
太
中
大
夫
よ
り
義
和

へ
と
遷
る
間
に
、
光
緑
大
夫
に
就
官

し
て
お
り
、
そ
れ
は
遅

く
と
も
元
始
四
年

の
段
階
ま
で
続
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
元
始
五
年
以
前
、
少
な
く
と
も
四
年
以
前
に
お
い
て
は

劉
歌

は
義
和
に
就
官
し
て
い
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

劉
歌
以
外

の
就
官
者
が
前
漢
末
に
見
出
せ
な

い
以
上
、
右

の
考
察
は
当
該
時
期
に
義
和
の
就
官
者
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と

を
示
唆
す
る
。

こ
れ
は
同
時
に
、
当
該
時
期
に
お
い
て
義
和
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
す
る
本
稿
の
主
旨
と
齟
齬

を
生
じ
る
可
能
性
が

あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
義
和
が
明
堂
改
革
、

「月
令
詔
條
」
発
布
等

の
面
で
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
た
と
い
う

こ
と
は
ま
ぎ
れ
も
な

い



事
実

で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
点
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

元
始

元
年
に
お
け
る
義
和
の
新
設
は
、儒
教
の
経
典
に
由
来
す
る
官
を
前
漢
代
に
再
現
す
る
こ
と
で
政
権
の
正
常
化
を
果
た
そ
う
と
す
る
、

い
わ

ゆ
る
復
古
主
義
的
な
色
彩
が
濃

い
施
策
の
採
用
で
あ

っ
た
。

「月
令
詔
條
」
中
に
掲
載
さ
れ
た
太
皇
太
后
の
詔
文
お
よ
び
王
莽

の
上
奏

文
か
ら
想
定
す
る
に
、

こ
の
新
設
に
は
王
莽

の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
義
和
新
設

以
外
に
も
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
繧
和
元

(前

8
)
年
に
お
け
る
三
公
制
や
州
牧
制
の
新
設
は
儒
教
の
理
念
に
基
づ
く
官
制
改

革
だ
と
さ
れ
て
い
る

。
元
始
元
年
か
ら
四
年
の
間
、
義
和
就
官
者
を
見
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
史
料

の
散
逸
が
な
か

っ
た
と
し
た
場
合
、

こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
義
和
に
は
明
確
な
活
動

(さ
ら
に
は
就
官
者
)
が
存
在
せ
ず
、
む
し
ろ
復
古
政
策
に
よ

っ
て
政
権
を
再
生
さ
せ
よ

う
と
す
る
た
め
の
象
徴
的
な
意
味

の
み
が
強
か

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
義
和
の
役
割
に
変
化
が
現
れ
る
の
が
元
始
五
年
前
後
の
時
期
で
あ
る
。
儒
学
者
で
ま
た
王
莽

の
腹
心

で
も
あ
る
劉
歌
が
就
官

し
、
明
堂
改
革
運
営
お
よ
び

「月
令
詔
條
」

の
施
行
に
主
導
的
な
役
割
を
担
う
官

へ
と
義
和
の
権
力
が
教
化
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

律
暦
志
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
儒
学
者
た
ち
に
よ
る
義
和
の
理
論
的
な
強
化
が
な
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
期
に
当

た
る
。
そ
れ
は
、
当
時

の
政
治
的
背
景
と
密
接
に
関
わ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
王
莽

の
権
力
の
絶
対
化
で
あ
る
。
周
知

の
よ
う
に
、
元
始
元
年
以
降
、
「安

漢
公

・
太
傅

・
大
司
馬
」
と
し
て
国
政
に
携
わ

っ
て
き
た
の
は
王
莽

で
あ

っ
た
が
、
彼
は
義
和
の
権
限
の
強
化
が
な
さ
れ
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ

元
始
四
年
に
、
古
代
の
宰
相
の
尊
号
を
併
せ
備
え
た

「宰
衡
」
と

い
う
官
に
就
く

。

こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
同
格

で
あ
り
、
ま
た
当
時
の

官
制

の
ト

ッ
プ
で
あ

っ
た
三
公
を

「敢
言
之
」
と
言
わ
せ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
を
属
下
に
置
く
官
で
あ

っ
た
。
王
莽

は
自
身
の
権
力
が
絶
対

的
な
も

の
と
な
り
、
復
古
的
な
政
策
に
よ
る
禅
譲
革
命

へ
の
展
望
が
開
け
て
き
た

こ
と
を
以
て
、
先
に
復
古
的
な
官

と
し
て
設
置
し
た
義
和

の
権
限
を
強
化
し
、
復
古
的
政
策
に
よ
る
奪
権

の
象
徴
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
よ
う
な
意
図
は
、
元
始
元
年
の

新
設
当
初
よ
り
陰
に
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
王
莽

の
奪
権
闘
争
は
、
彼
の
改
革
が
ど
の
よ
う
な
思
想
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
を
許
し

た
前
漢
末
が
ど
の
よ
う
な
時
代
で
あ

っ
た
の
か
等

の
こ
と
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
た
だ
義
和

一
官
の
み
を
以
て
十
全
に
解
明
さ
れ
る
と
は
思
え



(
1
)

康
有
爲

『
新
學
儒

経
考

』

(中
華
書
局
本
、

一
九

五
六
)

で
は
、
王
莽

が
自
ら

の
野
心
を
学

術

で
粉
飾

し

て
成
就
さ

せ
る
た
め

に
、

儒
学
者
と

し
て
著

名

で
あ

っ
た

劉
敵
を
利
用
し
、
ま
た
劉
敵
は
自
身

の
学
説

(古
文
学
、
偽
経

)
を
公

の
学

問
と
す

る
自
ら

の
野
心

の
た
め
に
王
莽

を
利
用

し
た
と
す

る
。

劉
歌
が
経
典

を
偽
作

し
た

か
否
か
に

つ
い
て
は
、

問
題
が
残

る
が
、
学
者
と

し

て
、
劉

敵
が
王
莽

の
野

心
を
支
え
た
と
す

る

の
は
ほ
ぼ
定
説

と
な

っ
た

感
が
あ

る
。

(
2
)

「使
者

和
中
所
督
察

詔
書
四
時
月
令

五
十
條

(月
令

詔
條
)
」

は
、

一
九

九
〇
年

一
〇
月

よ
り

一
九

九

二
年

一
二
月
に
か
け

て
行
わ

れ
た
、
甘
粛

省
文

物
考
古

研
究
所

に
よ

る
、

甘
粛

省
敦
煌

県
懸
泉

置
遺

跡

の
発
掘

に
よ
り
発

見
さ
れ
た

壁
上

に
書

さ
れ
た
墨
書

で
あ

る
。

発
見
時

は
壊

れ

て
土

の
欠
片

で

あ

っ
た
が
、
再
現
時
、

そ
の
大

き
さ
は
、
横

2
2
2

㎝
×
縦

4
8

㎝
で
あ

り
、
そ

の
中

に
は

1
0

1
行

か
ら
な
る

「
月
令

詔
條
」
が

記
さ
れ

て

い
た
。

「月
令

詔
條
」

に
対
す
る
報
告

は
主
に
、
『
文
物

』

(
二
〇
〇
〇
年
第

五
期
)

の

「甘

粛
敦
煌

漢
代

懸
泉
置
遺

趾
號
掘

簡
報
」

「
敦
煌
懸
泉

漢
簡
内

容
概

述
」

「敦
焼

懸
泉

置
漢
簡
稗

文
選
」
、
胡
平
生

・
張
徳

芳
編
選

『
敦
煌
懸
泉
置
漢

簡
繹
粋
』

(上
海

古
籍
出
版
社

、

二
〇
〇

一
年
八
月

)
、
お
よ

び
本
稿

で

参
考
と

し
た
中
國
文
物
研
究
所

・
甘
粛
省
文
物
考

古
研
究
所
編

『
敦
煌
懸
泉
月
令

詔
條
』

(中
華
書
局

、
二
〇
〇

一
年

八
月
)
が
あ

る
。

(
3
)

周
知

の
よ
う
に
、

こ
れ
ら

の
書
物
に
残
さ
れ
た

月
令

は
、

天
子
と
そ

の
周
辺

の
起

居
に
関

し

て
な
さ

れ
た
も

の
で
あ

り
、

「月
令

詔
條
」

の
よ
う
に
、

一
般
庶

民
に
ま

で
影
響
を

与
え
る
性
格

の
も

の
で
は
な

か

っ
た
。

こ
れ

は
、

当
該
時

期

に
学
術

的
な
理
念

が
政
策

に

一
定

程
度

の
影
響
を

及
ぼ
し
、

民

衆

の
生

活

の
規
範
が
統

一
化
さ

れ
た

こ
と
を

示
す
史
料

で
あ

る
と
思
わ

れ
る
。

し

か
し
、
様

々
な
地
理
的
条

件
を
持

つ
前

漢
末

の
領
域
内

を
、

一
つ
の

月
令

で
纏

め
上
げ
る

こ
と
は
不

可
能

で
あ

り
、
事

実
、

こ
の

「法

」
は
多
く

の
違

反
者

と
批
判
者
を

生
み
出
す

に
い
た

っ
た
。

(
4
)

前

漢
代

に
は
、

禿
代

の

「義

・
和

」
を
故
事
と

し
て
、

四
時

の
調
和
を

説

い
た

例
が

い
く
ら
か

現
れ

る
。

例
え
ば
、
成
帝

紀

(巻

一
〇
)

陽
朔

二
年

な
い
。
当
時
の
宰
相
制
度

の
改
革
を
含
め
た

「改
革
」
全
般
の
中
に
義
和
を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
得
る
こ
と
が
必
要

で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い

る
が
、
こ
う
し
た
点
の
解
明
は
後
論
の
課
題
と
な
る
。

註



(前
2

3
)

の
条

に
、

春
、
寒
。
詔
書

日
、
昔
在
帝

尭
立
義

・
和

之
官
。

命

以
四
時

之
事
、
令

不
失
其
序
。
故
書

云
、
黎

民
於
蕃
時

雍
。
明

以
陰

陽
爲

本
也
。
今

公
卿
大

夫
或

不
信
陰
陽
、
薄
而

小
之
、
所
奏
請
多
違
時

政
。
傳

以
不
知
、
周
行

天
下
、
而
欲
望
陰

陽
和
調

、
豊

不
謬
哉
。
其
務

順
四
時
月
令
。

と
あ
り
、
ま
た
魏
相
傳

(巻
七

四
)
中

の
魏
相

の
上
奏

文

に
、

明
王
謹
於
尊
天
、
愼

干
養

人
、
故
立
義
和

之
官
以
乗

四
時

、
節

授
民
事
。

と
あ
る
。

こ
れ
ら

の
こ
と
は
、
当
時

、

「義

・
和
」

と

い
う
名

称
が
、

「
四
時

を
司

る
」

と

い
う

こ
と
を
述

べ
る
た

め

の
言
説
と
な

っ
て
い
た

こ
と
を

示

す
も

の
で
あ
ろ
う
。

(5
)

『
敦
煌
懸
泉

月
令

詔
條
』
中

に
収
録
さ

れ
た
注
釈

に
よ
れ
ば

、

「『
歳
寛
行

所
不
到
者

』
、

}
歳
結

束
而
督

察
使
者

未
能

巡
行
到
達
之
庭

」
と
解
釈

し

て

い
る
が
、
筆
者
も
そ
れ

に
従

う
。

(
6
)

「月
令
詔
條
」

本
文
中

に
見
え
る

「監
御
史

」

「州
牧

」

の
所

属
に

つ
い
て
は
、
近
年

、
王
勇
華

「前
漢

刺
史

の
所
属

に

つ
い
て
」

(『
史
學
雑
誌

』

一

〇
九
編
第
四
号
、

二
〇
〇
〇
年
)

に
よ

っ
て
考
察

さ
れ

て
い
る
。

す
な
わ

ち
、

「州
牧

(刺
史
ご

は
丞
相

司
直

に
直

属
す
る
が
、

監
察
面

に
お

い
て
御

史
中
丞
に
監
督
を
受
け

た
と
し
た
。

仮
に
、

「
月
令

詔
條
」

の
発
布
さ
れ

た
前
漢
末

に
お

い
て
、
義

和
が

「
監
御
史

」

「州
牧
」
ら

の
監
督
を
行

う
立
場

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

王
氏

の
指
摘
す

る
時
期

の
所
属
体
制

と
は
異
な

る
形

で
監
察
官
が
存
在

し

て
い
た

こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。

(7
)

山
田
勝
芳

「前
漢
末
三
公
制

の
形
成
と
新
出
漢
簡

-
王
莽

代

政
治
史

の

一
前

提
1

」

(『
集

刊
東
洋
学
』

第
六

八
号
、

一
九
九

二
年
)
に
、

「中

央
官

の
権
限
を

こ
う

し
た
使

者

の
重
用

に
よ

っ
て
牽

制
し
、
絶
え

ず
そ

の
行
政

を
全
国
的

に
チ

ェ
ッ
ク
す
る

こ
と

で
王
莽

の
意
向

に
従

う

こ
と
を
余

儀
な
く

さ
せ

て
い

っ
た
」
と
し

て
王
莽

政
治

に
お
け

る
使

者

の
存
在

の
重

要
性
を
指

摘
し
た
。

「月
令

詔
條
」

の
記
載

よ

り
、
使
者

が
義
和

や
四
子

に
よ

っ
て

取
り
仕
切
ら
れ

て
い
た

こ
と

が
わ
か

っ
た
。

(
8
)

大
庭
脩

「居
延
出
土

の
詔
書

珊
」

(『
秦
漢
法
制
史

の
研
究
』
第

三
篇
第

二
章
、

創
文
社
、

一
九
八

二
年

)
よ

り

「
元
康
五
年

詔
書

珊
」
。

御
史
大
夫
吉
昧
死
言
丞
相
相
上
大
常
昌
書
言
大
史
丞
定
言
元
康
五
年
五
月
二
日
壬
子
夏
至
宜
寝
兵
大
官
好

井
更
水
火
進
鳴
鶏
謁
移
以
聞
布
當
用
者

・
臣
謹
案
比
原
宗
御
者
水
衡
好
大
官
御
井
中
二
千
石
二
千
石
令
官
各
好
別
火

前
漢

末

に

お
け

る
義

和

の

設
置

に

つ
い

て

(
吉

野
)



こ
の

「元
康

五
年

の
詔
書
珊
」

の
内
容

は
、
陽

の
気

が

一
番
強

く
な

る
夏
至

に
は
兵
事
を

止
め
、
水
火

の
行
事
を
行

う

べ
き

こ
と
が
求

め
ら
れ
た

も

の

で
あ

っ
た
。

四
時

の
時
令

を
定
め
え
、

「月
令

詔
條

」

の
精

神
と

も
共

通
す

る
も

の
が
あ

り
、

そ
れ
故

に
、

詔
書

の
下
達
経

路
が

そ
れ

ぞ
れ
異
な

っ
て

い
る
の
は
前
漢
末

に
お
け
る
特
徴
を
示
し

て
い
る
と
考

え
ら

れ
る
。

(
9
)

一
方

、
も
う

一
つ
の
次

官
で
あ
る

「間
師
」

に

つ
い
て
は
、
『
周
禮
』

地
官

に
、

間
師
、
掌
國
中

及
四
郊
之
人
民
六
畜

之
数
、

以
任
其
力

、
以
待
其

政
令

、

以
時

徴
其
賦
。

と
あ
る

よ
う
に
、

四
方

の
徴
税

に
関
す
る
職
務

を
担

っ
て

い
た

と
考
え

ら
れ

る
。

こ
の
官

も
、

「月
令

詔
條
」
中

に
名

が
確
認

さ
れ
、
王
莽

の
上
奏
文

中
、
監
御
史
や

州
牧

ら
と
同
列
に
、

「間
士
」

と
し

て
そ
の
職
務

の
重

要
性
が
指
摘

さ
れ

て
い
る
。

(
10
)

律
暦
志

(巻

二

一
)

の
冒
頭

に
は
、

至

元
始

中
王
莽

乗
政
、
欲
煙
名
昏
、

徴
天
下
通
知
鐘
律

者
百
絵

人
、
使
義

和
劉
歌
等
典

領
條

奏
。

と
あ

り
、

こ

の
会
議
が
義
和
劉
敵

の
主
導

の
も
と

に
な

さ
れ
た

こ
と
が
わ

か
る
。

(
11
>

後
漢

の
人
、
王
隆

の

『
漢
官
解
詰
』

に
、

太

常
社
稜
郊
時
、
事
重
職
尊
。

故
在

九
職
之
首
。

と

あ
る
。 官

先
夏
至

一
日
以
除
縢
取
火
授
中
二
千
石
二
千
石
官
在
長
安
雲
陽
者
其
民
皆
受
以
日
至
易
故
火
庚
戌
寝
兵
不
聴
事
蓋
甲
寅
五
日
臣
請
布
臣
昧
死
以
聞

制
日
可

元
康
五
年
二
月
癸
丑
朔
癸
亥
御
史
大
夫
吉
下
丞
相
承
書
從
事
下
當
用
者
如
詔
書

二
月
丁
卯
丞
相
相
下
車
騎
將
軍
將
軍
中
二
千
石
二
千
石
郡
太
守
諸
侯
相
承
書
從
事
下
當
用
者
如
詔
書
少
史
慶
令
史
宜
王
始
長

三
月
丙
午
張
抜
長
史
延
行
太
守
事
肩
水
倉
湯
兼
行
丞
事
下
属
國
農
部
都
尉
小
府
縣
官
承
書
從
事
下
當
用
者
如
詔
書
/
守
属
宗
助
府
佐
定

閏
月
丁
巳
張
抜
肩
水
城
尉
誼
以
近
次
兼
行
都
尉
事
下
候
城
尉
承
書
從
事
下
當
用
者
如
詔
書
/
守
卒
史
義

閨
月
庚
申
肩
水
士
吏
横
以
私
印
行
候
事
下
尉
候
長
承
書
從
事
下
當
用
者
如
詔
書
/
令
史
得



(
12
)

平
帝
紀

(巻

一
二
)

元
始
四
年

の
条

に
は
、

安
漢
公
奏
立
明
堂
辟
廠
。

尊
孝
宣
廟
爲
中
宗
、

孝
元
廟
爲
高

宗
、

天
子
世
世
献
祭
。

と
あ
り
、
ま
た
王
莽

傳

(巻
九

九
)
元
始

四
年

の
条

に
は
、

是
歳
、
葬
奏
起
明
堂
辟
麿

、
爲

學
者
築
舎
萬

匠
、
作
市

・
常
滞

倉
、
制
度

甚
盛
。

と
あ
り
、

「立
」
や

「起
」

と

い
う
用
法
が
用

い
ら
れ

て
い
る
。

(
13
)

『
敦
煌
懸
泉

月
令
詔
條
』

の
注
繹

で
は
次

の
よ
う

に
指
摘
す

る
。

「
王
莽
親
信
中

有
王
惲

、
元
壽

二
年
爲
太
僕

、

元
始

四
年
與
閻

遷

・
陳
崇

等
八

人
観

風
俗
齊
同
萬
國

、
五
年

閏
五
月
封
爲
常

郷
侯
、

後
任
光
緑
勲

。
此
虚

的

「
兼
橡
揮

」
、
似
爲

義
和

丞
通

之
橡

、
慮
當

是
級

別
格
低
的

官
吏
。

與
王
惲

同

名
、

但
非

一
人
。
」
と
。

(
14
)

藤

川
正
数

「明
堂
制

に

つ
い
て
」

(『
漢
代

に
お
け
る
礼
学

の
研
究

』
第

五
章
、
風
間

書
房
、

一
九
六
八
年

)。

ち
な

み
に
、

氏
は
、

こ
の
中

で
月
令

と

明
堂

に

つ
い
て
も
言

及
す

る
が
、
そ
れ

は
前
漢
中

期

の
武
帝
期

の
も

の
で
あ

っ
て
、
王
莽

期

の
明
堂

は
そ
れ

と
異
な
る
と

し
た
。

(
15
)

近
年

の
主
な
研
究
と

し
て
、
金

子
修

一

「漢
代

の
郊
祀
と
宗

廟
と
明

堂
及
び
封
禅

」

(
『
古
代
中

国
と
皇
帝

祭
祀
』
第

二
部
第

三
章
、
汲

古
選
書
、

二

〇
〇

一
年
)
、
永

井
弥
人

「前
漢

末
期

の
明
堂
建

設
に
於
け

る
王
莽

の
意

圖
」

(『
日
本
中
國
學
會

報
』
第

四
十

八
集

、

一
九
九

六
年
)
、
藤

田
忠

「
王
莽

の
明
堂

に

つ
い
て
」

(『
國
士
館
大

學
文
學
部

創
設
三
十

周
年

記
念
論
集

』
、

一
九
九
六
年

)
な
ど

が
あ
る
。
た

だ
し
、
金

子
氏
は
、
『
孝

経
』

の
理
念

に
基
づ

い
て
建

設
は
さ
れ
た
も

の

の
、
明
堂

で
は
上
帝

に
祖
先

を
配

祀
す
る

こ
と
は
な

か

っ
た
と
す

る
。

ま
た
、
藤

田
氏

は
、

明
堂

に
始

祖
廟

と
し

て

の
性
格
を
持

つ
よ
う
に
な

っ
た

の
は
始
建
國

元

(後

9
)

年
以
降

で
あ
り
、

そ
れ
以
前

は
、

周
公
と

し

て
の
立

場
に
自
身

を
準
え

る
こ
と
に
重
点

が

お

か
れ

て
い
た
、

と
す
る
。
ま
た
、
王
莽

期

に
お
け
る
月
令

と
明
堂

の

つ
い
て
は
、

顧
韻
剛
著

、
小
倉

芳
彦
訳

『
中

国
古
代

の
学

術
と
政

治

(原
名

『
秦

漢
的
方
士
與
儒
』
)
』

中
に
収
録
さ
れ

た

「
祀
典

の
改
定
と

月
令

の
実
行

」
参
照
。

(
16
)

金

子
修

一

「中
国
古
代

の
皇
帝

即
位

儀
礼

の
場
所
に

つ
い
て
」

(『
古

代
中

国
と
皇
帝

祭
祀
』
第

二
部
第

六
章
、

汲
古

選
書
、

二
〇
〇

一
年
)

に
よ

る

と
、
前
漢

の
皇
帝

の
、

宗
廟

に
て
即
位

し
た
り
、
棺
前

に

て
即

位
す

る
等

の
事

例
は

、

「宗
廟

を
介

し
て

の
祖

霊
と

の
結

び

つ
き
が
、

皇
帝

の
権
威
確

立

に
と

っ
て
そ
れ
だ

け
重
要

で
あ
る
と
観
念

さ
れ

て

い
た
か
ら

で
あ
ろ

う
。
」

と
す

る
。

太
祖

廟
と

し
て

の
明

堂
に
月
令

を
示

し
た

の
は
、

ほ
ぼ

同
様



の
論
理

が
存
在

し
た
た
め
で
は
な

い
か
と
考
え

る
。

(
17
)

前
掲
注

(
15
)
永

井
論
文
参

照
。

(
18
)

前
掲
注

(
15
)
藤

田
論
文
参
照
。
同
時
に
、
藤

田
氏
は
漢

の
祖
宗

に
対
す

る
祭

祀
も
行
わ

れ
な
か

っ
た
と
す
る
立

場
を
と

る
。
本
稿

の
見
解
を
含
め

て
、

こ
の
点

に

つ
い
て
は
さ
ら
な
る
研
究
が
必
要

で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

(
19
)

本

文
中

で
は
明
確

に
し
な
か

っ
た
が
、
前

漢
末

に
禿

の
治

世

の
象
徴

た

る
義

和
が
置

か
れ
た

こ
と
は
、
前
漢

王
朝

の
行
く
末

を
暗
示
す

る
も

の
で
あ

っ
た
。

と

い
う

の
も
、

前
漢
中
期

以
降

、

「漢
家

発
後

説
」

と

い
う
説
が
禅

譲
思
想

と
と

も
に

登
場

し
、
前

漢

王
朝

が
尭

の
末
裔

で
あ

る
こ
と
を
公

に

す

る
こ
と
は
、
や
が

て
舜

の
末
裔

で
あ
る
君

子
に
政
権

を
移
譲
す

る
こ
と
を
意
味

し

て
い
た
か
ら

で
あ

る
。

周
知

の
よ
う

に
、
王
莽

は
自

身
を
舜

の
末

商
と
任

じ
て

い
た
。

つ
ま

り
、
前
漢

末
に
禿
代

の
象
徴

た
る
義
和
を

置

い
た

こ
と

は
、
や

が
て
く

る
禅
譲

革
命

の
た
め

の
王
莽

の
布

石
で
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ

る

の
で
あ

る
。

で
は
、
王
莽

は
何
を

以
て
舜

の
後

窩

で
あ

る
こ
と
を

示
し
た

の
で
あ

ろ
う
か
。
筆

者

は
、

そ
れ
を
王
莽

代

に
お
け
る
三
公
九

卿

体
制

に
求

め
る
も

の
で
あ
る
。

後
論

で
は
、

そ
の
点
に

つ
い
て
考
察
を
行

う
。

(
20
)

銭
穆

「
劉
向
敵
父
子
年
譜
」

(『
燕
京
學
報
』
第

七
輯
、

一
九
三
〇
年
)
参

照
。

(
21
)

前
掲
注

(
7
)
山
田
論
文
参
照
。

(
22
)

宰
衡

に

つ
い
て
は
、
王
莽

傳

(巻
九
九
)

元
始
四
年

の
条
に
、

宰
衡

出
、
從
大
車
前
後
各
十
乗
、
直
事
尚

書
郎

・
侍
御

史

・
謁
者

・
中
黄
門

・
期

門
羽
林
。
宰

衡
常
持
節
、

所
止
、

謁
者
代
持

之
。

宰
衡
橡
史
秩

六
百
石
、
三
公
稻
、
敢
言
之
。

と
あ

る
よ
う
に
、
三
公
さ
え
従
え
ら

れ
る
官

で
あ

っ
た

こ
と
が
わ

か
る
。


